






































































































































































































度を0.5 μ から4.0 μ まで、0.5 μ 刻みで希釈した。
　さらに、祖先型S7から20種のうちの1アミノ酸種を全て
欠損させるようアミノ酸配列を書き換え、祖先型S7の改変
体を20配列設計した。
　熱変性測定の結果、祖先型S7の変性温度は77℃であり、
他の復元タンパク質からの推定と同様に、真正細菌共通祖
先生物が好熱菌であったことを支持した。
　条件検討の結果、2.0 μ に希釈した祖先型S7とミニマ
ムフラグメントを泳動したレーンで、移動度に差があるシ
ングルバンドが見られた。
　本研究によって、祖先型S7と の結合を評価する実験
系を構築した。今後は、祖先型S7から20種のうちの1アミ
ノ酸種を欠損させた配列を持つ20個の改変体を合成し解析
する。さらに、1アミノ酸種の欠損実験によって 結合
に必須ではないと判断されたアミノ酸を複数種同時に欠損
させ、より少数のアミノ酸種で祖先型S7を再構成する。
